
令和７年度   SAKURA 保育園 自己評価表 

 

【評価 A：大変良い B：良い C：一部検討が必要 D：改善を要する】  実施日：令和８年３月 

 

項目 内容 評価 特記事項 

保
育
基
本
理
念
と
保
育
実
践 

園の保育方針、保育目標を職員が把握できている C ・保育士の自己評価を通して、園

の保育方針を理解できていない職

員が一部いた。新年度会議等で、

定期的に保育方針、保育目標につ

いて把握できるようにし、方向性

をそろえていく。 

 

・今年度の園内研修で、「主体性を

育む遊びと環境」をとりいれた。

来年度、保育環境の見直しをして

いく。 

子ども一人ひとりの人格を尊重し、主体性を大切に

した保育をしている 
B 

各年齢の発達段階を理解し、それぞれの年齢や個々

に留意した指導計画を作成している 
A 

指導計画に基づく実践を振り返り、評価し、その結

果に基づき、保育の改善をしている 
A 

子どもが主体となって活動できる環境が整備されて

いる 
C 

行事については、過去の評価や反省を反映した計画

実施をしている 
B 

家
庭
及
び
地
域
と
の
連
携
・
子
育
て
支
援 

コドモンを利用して園の様子を伝えたり家庭での様

子を伝えてもらったりし連携を図っている 
B 

・保護者との懇談や個別の相談を

積極的に行うようにしているが、

一部保護者が、アンケートにより

子育ての悩みを相談しづらさを感

じているようなので、こちらから

の声掛けを増やせるよう努めてい

く。 

・地域とのつながりについても、

引き続き検討検討したい。 

懇談会や個別面談、個別相談を実施している A 

保護者アンケートを行い保護者のニーズ・意向の把

握を行っている 
A 

地域の保護者に対する子育て支援をしている 

（子ども・子育てに関する相談・一時預かり等） 
B 

地域における連携・交流をしている 

（自治体・関係機関・小学校・他園との連携等） 
A 

保
育
の
実
施
運
営
・
組
織 

各種会議を適切かつ効率的に進めており、会議録を

全職員に周知し、職員間の共通理解に努めている 
C 

・職員全員揃っての会議ができ

ず、パート職員等の意見が反映さ

れづらい現状となっている。会議

録の回覧だけでなく、意見を聞く

機会を増やしていく。 

 

・園全体の保育の質向上に向け、

園内研究検討の回数を増やし、職

員間の意見交換や共通理解を深め

ていけるよう努めたい。 

職員間で報告・連絡・相談の体制が機能している B 

園児や保護者に関する個人情報を適切に取り扱い、 

守秘義務の遵守を全員に周知している 
A 

苦情受付窓口を設置し、苦情解決体制が整っている A 

安全計画に基づいて、避難訓練、不審者訓練、交通

安全指導等を行っている 
B 

事故を防ぐため、事故防止チェックリストや室内外

の安全点検を行い、危機管理意識を高めている 
B 

職員の資質向上のため、園外研修、法人内研修の機

会が確保されている 
B 

保育課題への共通理解や協働性を高め、園全体とし

ての保育の質の向上にむけ、園内研究を行っている 
C 


